
平成 23 年度 神奈川県老人保健施設協会支援相談員部会活動記録 

会議名 平成 23 年度 第 3 回西ブロック会 

神奈川県医療社会事業協会 県央ブロック 合同研修会 

全体会 ブロック会 執行部会 

開催日 平成 ２４年 ２月 ２４日（金）  １４：００～ １７：００  

場所 あつぎパートナーセンター ３階 講義室 

参加者 （支援相談員部会・西ブロック） 

あさひの郷、あじさいの郷、ガーデニア・ごしょみ、ききょう苑、グリーンヒルズ相模原、グレース・ヒル湘南、ケアパーク

湘南台、相模大野、さつきの里あつぎ、神恵苑、大地、のどか、ふれあいの丘、ふれあいの桜、ほほえみの丘、 

みかん、ライフプラザ鶴巻、わかば 

                                                   以上１８施設２２名 

（神奈川県医療社会事業協会・県央ブロック） 

愛川北部病院、オアシス湘南病院、七沢リハビリテーション病院、東名厚木病院、とうめいクリニック、本厚木メデ

ィカルクリニック、アゼリア、厚木佐藤病院、睦合地域包括支援センター 

                                                   以上９施設１２名 

         記録者： わかば  小林雅代 



内容 司会・進行：医療社会事業協会 睦合地域包括支援センター 松崎 吉之助氏 

 

14：00～１．開会挨拶    支援相談員部会 西ブロック部会長 ききょう苑 磯部 紀子氏 

        前半は事例検討、後半は参加者同士の情報交換会とする。 

       今回研修に参加された 1 病院・1 施設につき 1 冊子事業者情報シートを配布する。取扱いについて

は外部に漏らさないこと。この情報を鵜呑みにせず、その都度電話などで確認をすること。 

 

14：05～２．事例検討 

      事例タイトル：「もし私が○○のＳＷだったら・・・」 

      病院、老健参加者がミックスした６グループ（各グループに５～６名）に分かれる。 

ブレーンストーミングを通して、事例（事例・・・病院側、老健側より出された日頃ありがちなもの各々１つ      

ずつ）検討を行う。 

  ～ブレーンストーミングによる事例検討の流れ～ 

   １）個人ワーク（15 分間程度）・・・事例より、自分ならどうするのか、気になることなどを模造紙に書き出す。 

   ２）グループワーク（20 分間程度）・・・メンバー間で模造紙に書かれた内容を、席を移動して読みあう。その後 

メンバー間で感想などを話し合う。 

   ３）延長戦（10 分程度）・・・グループを超えて、各グループを自由に回る。他のグループのメンバーが書いた内 

容を個々に読んで感じる。 

     ○事例検討を通して、連携する相手の立場にたって考えることができるようになり、 

      相互理解が深まり、実際の業務でもスムーズに連携が図れるようになるのがねらい。 

 

 ◎事例検討１（病院） 

  事例・・・骨折にて入院した患者家族より「今後どうしたらよいか。今の状態で自宅は難しい」との相談あり。 

       参加者より出た意見 

       →自宅が難しいとはどういう点が難しいのか。（自宅に段差があるからか？トイレ・おむつ介助が難しい

からなのか？インスリン管理ができないからか？難しいと感じたことがサポートできたら自宅に帰れる

のか？今まで交流のなかった長男夫婦の協力は得られるのか？）入院前まで担当していたケアマ

ネと連携を図る。リハビリ病院や老健の相談員に打診してみる。 

 

 ◎事例検討２（老健） 

  事例・・・入所者が家族と外出した際、入所前に通院していた病院より痛み止め注射と薬をもらってきてしま

う。家族より「10 割負担で支払ったので問題ないですよね？」との話あり。 

       参加者より出た意見 

       →他科受診についての家族への説明不足では？家族はどこまで他科受診について理解していた

か？契約時や重要事項説明時の家族の同意や理解度はどこまでだったか？もう一度家族に他科

受診について説明する。何か入所中に痛み等があればまずは相談員や看護師に相談して頂くよう伝

える。外出を許可した際が外出目的を確認したか？インテーク・アセスメントの時点での情報収集不

足ではなかったか？病院や調剤薬局へ患者は老健入所中ということを連絡し、請求を出しなおして

もらう。 

 

 

 

 

 

 



内容 

 

○老健側の事例についての解説  （支援相談員部会 西ブロック企画  岩井氏） 

今回の事例は老健入所者の他科受診トラブルについての内容とした。事例を通して改めて老健施設の医

療保険の仕組みについての理解を深めて頂きたい。 

 

 

15：45～休憩 

 

 

16：00～３．情報交換会 

     グループメンバーをシャッフルしながら自己紹介、情報交換（フリートーク）を行う。 

     ＭＳＷとは、ＳＷとは、こんな仕事をしている。4 月からの診療報酬、介護保険制度改定について、ＳＷと

して苦戦していること、日頃の仕事上で抱えている悩みなど多岐にわたり意見あり。 

 

 

16：55～４．閉会挨拶 神奈川県医療社会事業協会 社会活動部  厚木佐藤病院  大藤 美由紀氏 

これを機に、相互理解を深め、患者・利用者がより良い生活を送れるよう、支援しましょう。 

 

                         以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


